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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

地域連携活動のねらい：

＜成果＞

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 株式会社LSエンジェリック 事業所番号 2110101355

住　所 岐阜市薮田南１丁目11番9号　第2岐阜県ビル2F 管理者名 小坂井　雅次

連携先企業名 農業生産法人　株式会社LSふぁーむ 担当者名 高橋　正博

電話番号 058-277-5115 対象年度 令和5年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

頑張って育てた野菜、加工品をもっと地域に発信し広めていきたい。地域の皆様からも認めてもらえるよう努力し

ていく。また作った商品が地域をめぐることで、利用者の皆様にも自信とやる気の向上へと繋げていきたい。

活動場所：【施設外就労先】株式会社LSふぁーむ（瑞穂市宝江）

実施日程：通年

実施した生産活動・施設外就労の概要：水耕栽培（ハウス）・田んぼ・地域圃場

利用者数：常時16~20人

農福連携により、障害のある人などが農業分野で協力し、活躍することで

社会性の向上、仕事への関心を高め、QOL向上を目的とする。

地域にとってのメリット：

農業の作業は多岐にわたり、その人に合った作業をすることで自信とな

り、一般就職への意欲が高まった。また地域と連携することで、お褒めの

言葉をいただき自己の存在価値として高めることができた。

農業を通し、自然に触れをすることができる。また、地域の方とのコミュ

ニケーションを図る。園芸療法を用い心身ともにリフレッシュさせる。

各々の特性を活かし、依頼したお仕事は、しっかりこなしてくれて助かっています。地域の皆様にも「いつも頑

張ってるね！お疲れ様！」と声をかけていただくことが多くあります。利用者の皆様もはじめはできないことがで

きた時成長を感じますし、うれしく思います。

障害のある方への理解、関心等、及び地域の地産地消に貢献ができる。

対象者にとってのメリット：

実施した結果：

野菜や団子を作る過程で失敗を経験することにより、自身で工夫したり職

員に相談するなどしてうまく作れる努力をすることでやりがいを感じても

らえた。

得られた成果：


